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漢方薬服用患者における胃癌発症と大黄の服用歴 に

つ い て
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【目的】漢方治療 の 中で大黄は 長期 に使用 され る場合が ある が，い くつ か の 大黄の 成分に つ い て

そ の 変異原性 （in　vitro）が報告され て お り，大黄は大腸癌 や 胃癌発生の リ ス ク と なる可能性が あ
る。我 々 の 知 りうる 限 り， 大黄の 使用 と胃癌発生 との 因果関係 を臨床的に調査 した論文は 見 られ

ない 。 本研究の 目的は
， 胃癌発生患者の 漢方薬服用歴を調査する こ とに より

， 両者の 因果関係 の

有無 を推論する こ とである 。

【方法】1979〜且999年の 間に富山医科薬科大学附属病院和漢診療部に通院し漢方薬を服用 した患

者 の 中 か ら，病名検索シ ス テ ム を使用 して胃癌 と診断された患者を抽出 した。漢方薬服用前に 胃

癌を発症 した患者や，病理組織学的に 胃癌が確認 され て い ない 患 者 は 対象か ら 除外 した 。 実際に

胃癌 と診断された患者が，胃癌発症前 に大黄を服用 して い たか どうかを調査 した。

【結果】1979 −・・　1999年まで の 間に
，

14
，
616 人の 患者に種々 の 漢方薬が処方され，証に したが っ て

大黄を含ん だ方剤 も処方 された。胃癌発症者10人 の 患 者 の うち，2人 の み が 胃癌発症以前 に 大黄

を服用 して い たが，残りの 8 人 は全 く大黄を服用 して い な か っ た 。
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の 有無 に つ い て は
， 3 人 にrapid 　urease 　testが 施行され， 1名の みが陽性で あ っ た。

【考察】今回の 研究で は
， 胃癌を発症 した患者の ほ とん どで大黄の 服用歴が な く，他の 因子の影

響が大 きい もの と考え られた 。 た とえ実験的に大黄 の 変異原性が報告され て い て も
， 実際 に は 胃

癌の発生 に ほ とん ど関与 して い な い 可能性が 推測 され た。コ ン トロ ール の な い 今回の 研究で は，

胃癌発生 に対する大黄使用 の リ ス ク を直接調べ る こ とは できない が ，両者の 因果関係を推測す る

うえで 有用な手が か りを与え る もの と考え られた 。
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